
Title 懐徳堂文庫貴重資料の修復について

Author(s) 湯浅, 邦弘

Citation 懐徳堂センター報. 2007, 2007, p. 119-127

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/24415

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



補
間
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
7

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O七
年
二
月
二
八
日
発
行
)

懐
徳
堂
文
庫
貴
重
資
料
の
修
復
に
つ
い
て

は
じ
め
に

平
成
十
四
年
十
月
十
二
日

1
二
十
日
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
、
大
阪
大
学
総

合
学
術
博
物
館
設
立
記
念
展
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
博
物
館
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

懐
徳
堂
の
貴
重
資
料
を
久
々
に
学
外
展
示
し
た
が
、
そ
の
内
、
最
重
要
資
料
の
一
つ
で

あ
る
「
懐
徳
堂
幅
」
(
三
宅
石
庵
書
)
の
表
装
の
劣
化
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
改

め
て
主
な
資
料
に
つ
い
て
総
合
的
な
調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
緊
急
に
修
復
を
必
要
と

す
る
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
、
附
属
図
書
館
へ
の
提
言

こ
れ
を
受
け
て
、
筆
者
は
、
平
成
十
六
年
一
月
三
十
日
開
催
の
大
阪
大
学
附
属
図
書

館
研
究
開
発
室
会
議
に
お
い
て
、
以
下
の
二
点
を
緊
急
報
告
し
た
。

ω担
当
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

ε

平
成
十
五
年
十
一
月
の
懐
徳
堂
ア
ー
カ
イ
ブ
講
座
に
お
い
て
、
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ

の
専
門
家
と
の
懇
談
会
を
持
ち
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
が
こ
の
よ
う
な
大
量
の

湯

実B

ヲム

浅

貴
重
資
料
を
有
し
な
が
ら
、
学
内
に
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
問
題
点
が
改
め
て
指
摘
さ
れ
た
。

ご
こ
れ
ま
で
、
懐
徳
堂
文
庫
の
資
料
整
理
や
調
査
、
見
学
者
に
対
す
る
解
説
、
学
内

外
の
展
示
担
当
な
ど
は
、
主
と
し
て
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
嘱
託
研
究
員
(
非

常
勤
)
が
行
っ
て
き
た
。

r

も
し
か
し
、
財
団
法
人
の
収
入
減
か
ら
二
年
前
に
研
究
員
の
配
置
そ
の
も
の
が
廃
止

さ
れ
、
現
在
、
実
質
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
は
文
学
研
究
科
中
国
哲
学
研
究

室
の
教
員
・
学
生
で
あ
る

o

c

懐
徳
堂
文
庫
の
整
理
・
調
査
は
、
平
成
十
三
年
に
旧
館
か
ら
新
館
へ
の
総
合
移
転

が
行
わ
れ
て
以
来
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
昨
今
の
電
子
情
報
化
に
大
き
な

貢
献
を
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
懐
徳
堂
文
庫
の
調
査
・
研
究
で
あ
る
。
大
学
と
し

て
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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ω資
料
の
劣
化
と
修
復
に
つ
い
て

c

平
成
十
四
年
十
月
、
大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
設
立
記
念
展
に
お
い
て
、
久
々

に
「
懐
徳
堂
幅
」
な
ど
を
学
外
展
示
し
た
が
、
そ
の
表
装
の
劣
化
が
著
し
い
こ
と

が
判
明
し
た
。
懐
徳
堂
資
料
の
中
に
は
、
修
復
し
な
い
と
今
後
の
展
示
に
耐
え
な

い
も
の
が
あ
る
。



。
こ
れ
を
機
に
、
改
め
て
調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
緊
急
に
修
復
を
必
要
と
す
る
も

め
は
別
紙
の
通
り
で
あ
る
。

。
計
画
的
に
修
復
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

添
付
し
た
「
要
修
復
資
料
リ
ス
ト
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

要
修
復
資
料
リ
ス
ト

。
目
安
と
し
て
緊
急
度
を
A
-
B
・
C
の
三
ラ
ン
ク
に
区
分
し
た
。

A
:
:
:
こ
の
ま
ま
で
は
資
料
の
劣
化
が
加
速
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
至
急
修
復
を

要
し
、
ま
た
修
復
を
し
な
け
れ
ば
今
後
公
開
は
で
き
な
い
も
の
。

Bi---
こ
の
ま
ま
で
は
公
開
に
や
や
支
障
が
あ
り
、
ま
た
、
木
箱
に
入
れ
る
な
ど

の
保
管
状
態
を
改
善
し
な
け
れ
ば
今
後
資
料
の
劣
化
が
進
む
も
の
。

c
:
:
:
現
時
点
で
は
公
開
自
体
は
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
額
装
す
る
、
ま
た
は
木

箱
に
入
れ
る
な
ど
の
保
管
状
態
を
改
善
し
な
け
れ
ば
今
後
資
料
の
劣
化
前

進
む
と
懸
念
さ
れ
る
も
の
。

【
緊
急
度
A
】

①
懐
徳
堂
幅
一
幅
表
装
の
劣
化
に
よ
る
裂
け
目

②
中
井
竹
山
画
像
一
幅
紙
折
れ

@
入
徳
門
聯
一
対
乾
燥
に
よ
る
ひ
び
割
れ
、
補
修
時
の
ガ
ム
テ

l
プ
付
着

④
螺
銅
算
盤
一
挺
軸
・
働
の
脱
離

⑤
白
鹿
洞
書
院
掲
示
(
捲
り
)
一
枚
乾
燥
に
よ
る
ひ
び
割
れ

@
加
藤
竹
里
書
簡
集
二
帖
虫
損
甚
大

⑦
懐
徳
堂
記
念
会
設
立
趣
意
書
一
面
用
紙
劣
化
に
よ
る
剥
落
甚
大

@
蘭
洲
先
生
真
跡
一
帖
折
り
目
裂
け

e
@
懐
徳
堂
印
(
大
阪
府
学
教
授
印
)
一
頼
印
柄
脱
離

⑪
李
斯
鐸
山
碑
一
帖
折
り
目
裂
け
、
虫
損
甚
大

⑪
青
貝
印
匝
一
匝
乾
燥
に
よ
る
漆
の
ひ
び
割
れ
、
貝
の
剥
落

⑫
高
年
先
生
緩
歩
帖
一
帖
折
り
目
裂
け

⑬
裏
陽
帖
一
帖
表
紙
脱
離
、
要
書
帳

⑪
道
澄
寺
鐘
銘
一
帖
表
紙
脱
離
、
折
れ
目
裂
け
、
虫
損
甚
大

⑮
文
粛
先
生
碑
一
帖
表
紙
布
剥
離
、
折
れ
目
裂
け
、
虫
損
甚
大

【
緊
急
度
B
】

⑮
朱
文
公
大
字
行
書
四
訓
版

⑪
伝
中
井
履
軒
書
扉
風
半
双

湿
度
変
化
に
よ
る
反
り
・
査
み
、
要
木
箱

本
紙
の
劣
化
に
よ
る
裂
け
目
・
剥
離
、
要
木
箱

四
面

【
緊
急
度
C
】

⑬
竹
山
先
生
背
諦
(
捲
り
)
四
十
八
枚
要
額
装

⑮
石
庵
・
蘭
洲
二
先
生
張
交
扉
風
四
曲
一
双
要
木
箱

⑮

竹

山

履

軒

諸

先

生

張

交

扉

風

要

木

箱
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二
曲
半
双

な
お
、
こ
こ
に
は
具
体
的
書
名
を
逐
一
列
挙
は
し
な
い
が
、
貴
重
書
籍
の
内
、
無

帳
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
然
「
要
書
帳
」
【
緊
急
度
C
】
と
な
る
。

こ
の
報
告
と
提
言
は
、
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
員
(
兼
任
)
と
い
う
筆
者
の
立
場

か
ら
行
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
附
属
図
書
館
に
お
い
て
は
、
懐
徳
堂
資
料
の
劣

化
と
修
復
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
一
応
の
認
識
を
共
有
で
き
た
。
た
だ
残
念
な
が

ら
、
こ
の
提
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
附
属
図
書
館
独
自
の
予
算
措
置
は
実
現
し
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
修
復
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
要
修
復



資
料
の
大
半
が
、
書
画
類
な
ど
、
附
属
図
書
館
寄
託
品
(
文
学
研
究
科
所
蔵
品
)

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
た
。

で
あ

二
、
重
点
経
費
の
申
請

そ
こ
で
筆
者
は
、
大
阪
大
学
の
総
長
裁
量
経
費
(
重
点
経
費
)
の
獲
得
を
目
指
し
、

文
学
研
究
科
が
要
求
母
体
と
な
る
申
請
書
の
作
成
に
向
け
て
企
画
を
練
り
直
し
た
。
文

学
研
究
科
会
計
係
の
高
見
逸
郎
係
長
、
渡
遺
年
男
主
任
の
協
力
を
得
て
、
平
成
十
七
年

一
一
月
、
申
請
書
は
完
成
し
、
平
成
十
七
年
度
重
点
経
費
と
し
て
「
懐
穂
堂
貴
重
資
料
の

修
復
経
費
」
を
文
学
研
究
科
(
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
)
か
ら
申
請
し
た
。
要
求
要
旨
は
「
大

阪
大
学
の
源
流
と
す
る
懐
徳
堂
貴
重
資
料
の
保
存
、
研
究
及
び
展
示
の
た
め
の
劣
化
部

の
修
復
が
緊
急
の
課
題
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
右
の
要
修
復
資
料
の
内
、
緊
急
度
A

の
資
料
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
要
求
額
は
約
八
百
万
円
。
ま
た
、
要
求
理
由
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

懐
徳
堂
資
料
と
は
、
近
世
の
懐
徳
堂
か
ら
近
代
の
重
建
懐
徳
堂
を
経
て
昭
和
二

十
四
年
に
大
阪
大
学
に
収
め
ら
れ
た
漢
籍
、
和
書
、
書
筒
、
書
幅
、
絵
画
、
聯
、

扇
子
、
印
章
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
懐
徳
堂
文
庫
」
に
そ
の
後
大
阪
大
学
が
入
手
し
た

懐
徳
堂
関
連
の
書
画
、
文
書
な
ど
を
加
え
た
も
の
で
、
現
在
附
属
図
書
館
と
文
学

研
究
科
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
総
点
数
は
約
五
万
点
に
上
る
。
近
世
日
本
の
学
術

と
文
化
を
物
語
る
一
級
の
資
料
で
あ
り
、
大
阪
大
学
の
・
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
管
理
す
る
人
員
と
財
源
の
不
足
に
よ
っ
て
、
十
分

な
管
理
体
制
が
構
築
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

近
年
の
調
査
に
よ
り
、
と
り
わ
け
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
る
資
料
の
中
に
、
劣
化

が
著
し
く
進
行
し
た
資
料
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
修
復
す
る
こ
と
な
し
に
は
今

後
の
展
示
等
が
不
可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
段
階
ま
で

破
損
が
進
む
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
資
料
は
、
展
示
、
閲
覧
、
さ
ら
に
は
研
究
資
料
と
さ
れ
る
こ
と
で
は

じ
め
て
そ
の
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
大
阪
大
学
と
し
て
こ
う
し
た
事
態
を
放

置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
本
年
は
緊
急
に
修
復
を
必
要
と
す
る
も
の
に
限
定

し
、
そ
の
費
用
を
重
点
経
費
と
し
て
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

付
言
す
る
な
ら
ば
、
資
料
点
数
の
多
さ
に
鑑
み
て
、
今
後
は
計
画
的
に
修
復
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
な
予
算
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
要
望
し
た
い
。

総
長
裁
量
経
費
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
書
面
審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
審
査
を
通

過
し
た
申
請
に
つ
い
て
の
み
、
後
日
、
個
別
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
。
右
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
三
月
一
日
、
書
面
審
査
を
通
過
し
た
と
の
連
絡
が
あ
り
、

三
月
七
日
、
本
部
事
務
局
三

O
一
会
議
室
に
お
い
て
、
こ
の
申
請
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
た
。
文
学
研
究
科
か
ら
は
、
江
川
副
研
究
科
長
、
池
田
事
務
長
と
筆
者
が

出
席
し
た
。
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三
月
二
十
四
日
、
採
択
の
内
定
通
知
が
伝
え
ら
れ
た
。
但
し
、
交
付
額
は
、
申
請
額

か
ら
二
百
万
円
減
額
の
約
六
百
万
円
で
あ
っ
た
。
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
文
学
研
究
科

と
附
属
図
書
館
と
の
間
で
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
結
局
、
附
属
図
書
館
が
特
別
予
算
と
し

て
二
百
万
円
を
拠
出
し
、
こ
の
修
復
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

、
修
復
作
業
の
開
始

こ
れ
を
受
け
て
、
文
学
研
究
科
で
は
、
平
成
十
七
年
度
に
入
り
、
具
体
的
な
作
業
に

取
り
か
か
っ
た
。



ま
ず
、
文
学
研
究
科
内
に
選
定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
奥
平
俊
六

教
授
、
泉
万
里
教
授
と
筆
者
の
三
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
内
外
の
専
門
家
の
意
見
を

参
考
に
し
て
、
こ
う
し
た
貴
重
資
料
の
修
復
に
実
績
を
持
つ
業
者
を
数
社
選
出
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
「
懐
徳
堂
関
係
貴
重
学
術
資
料
の
修
復
に
関
す
る
提
案
書
作
成
の

お
願
い
」
と
題
す
る
文
書
を
発
送
す
る
と
と
も
に
、
七
月
十
二
日
、
附
属
図
書
館
新
館

貴
重
図
書
室
(
懐
徳
堂
文
庫
)
に
お
い
て
現
物
を
実
見
し
て
も
ら
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

各
資
料
の
修
復
方
法
、
そ
の
修
復
方
法
に
よ
る
利
点
、
問
題
点
、
金
額
、
類
似
の
修
復

等
請
負
実
績
、
な
ど
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
、
回
答
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

対
象
と
し
た
資
料
、
劣
化
の
現
状
、
必
要
と
す
る
修
復
作
業
内
容
は
、
各
々
次
の
通

り
で
あ
る
。

①
懐
徳
堂
幅
一
幅
表
装
の
劣
化
に
よ
る
裂
け
目

②
中
井
竹
山
肖
像
画
一
幅
紙
折
れ

③
螺
銅
算
盤
一
挺
軸
・
働
の
脱
離

④
白
鹿
洞
書
院
掲
示
(
捲
り
)
一
枚

⑤
加
藤
竹
里
書
簡
集
二
帖

@
懐
徳
堂
記
念
会
設
立
趣
意
書

虫
損
甚
大

面

O
表
装
修
復

O
表
装
修
復

O
軸
・
働
の
接
着

乾
燥
に
よ
る
ひ
び
割
れ

O
額
装

O
表
装

用
紙
劣
化
に
よ
る
剥
落
甚
大

O
表
装

O
書
帳
作
成

O
印
柄
接
着

。
書
帳
作
成

⑦
蘭
洲
先
生
真
跡
一
帖
折
り
目
裂
け

@
懐
徳
堂
印
(
大
阪
府
学
教
授
印
)
一
頼
印
柄
脱
離

@
李
斯
鐸
山
碑
一
帖
折
り
目
裂
け
、
虫
損
甚
大

⑮
青
貝
印
匝

匝

乾
燥
に
よ
る
漆
の
ひ
び
割
れ
、
貝
の
剥
落

⑪
高
年
先
生
緩
歩
帖

帖

折
り
目
裂
け

O
貝
の
接
着

O
書
扶
作
成

⑫
裏
陽
帖
一
帖

⑮
道
澄
寺
鐘
銘

表
紙
脱
離

O
書
帳
作
成

一
帖
表
紙
脱
離
、
折
れ
目
裂
け
、
虫
損
甚
大

O
書
帳
作
成

表
紙
布
剥
離
、
折
れ
目
裂
け
、
虫
損
甚
大

O
書
帳
作
成

⑪
文
粛
先
生
碑

帖

⑮
朱
文
公
大
字
行
書
四
訓
版

四
面

湿
度
変
化
に
よ
る
反
り
・
歪
み

O
木
箱
作
成

後
日
、
各
業
者
か
ら
の
回
答
が
届
け
ら
れ
、
選
定
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
な
検
討
が

進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
主
と
し
て
書
画
類
に
つ
い
て
は
坂
田
墨
珠
堂
、
器
物
類
に

つ
い
て
は
(
財
)
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
に
修
復
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
過
程
で
、
修
復
対
象
資
料
の
一
部
入
り
換
え
が
決
定
し
た
。

具
体
的
な
修
復
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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【
坂
田
墨
珠
堂
担
当
】

①
紙
本
墨
書
「
懐
徳
堂
幅
」
一
幅

(
一
九
八
二
年
文
学
部
受
入
資
料
位
、

B
9
)

②
紙
本
墨
書
「
中
井
竹
山
肖
像
画
」
一
幅

(
一
九
八
二
年
文
学
部
受
入
資
料
部
、

B
H
)

@
拓
本
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
一
面

〔
竹
山
書
〕

@
拓
本
「
白
鹿
洞
掲
示
」
一
面

〔
天
明
二
年
履
軒
書
、
天
生
寄
進
3
0
9
〕

⑤
紙
本
墨
書
「
懐
徳
堂
記
念
会
設
立
趣
意
書
」

(
C
叩
)

面



@
紙
本
墨
書
「
蘭
洲
先
生
真
跡
」

(
B
m
) 

⑦
拓
本
「
李
斯
揮
山
碑
」
一
帖

(
B
m
) 

@
拓
本
「
高
年
先
生
緩
歩
帖
」
一
帖

(
一
九
八
二
年
文
学
部
受
入
資
料
川
、

B
m
)

@
拓
本
「
嚢
陽
帖
」
一
帖

(
一
九
八
二
年
文
学
部
受
入
資
料
出
、

B
m
)

⑪
拓
本
「
道
澄
寺
鐘
銘
」
一
帖

⑪
拓
本
「
文
粛
先
生
碑
」
一
帖

(
B
m
) 

⑫
紙
本
墨
書
「
第
三
号
扉
風
(
履
軒
筆
ご
四
曲
一
隻

(
一
九
八
二
年
文
学
部
受
入
資
料
附
)

帖

作
業
は
順
調
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
七
年
度
末
に
、
修
復
を
終
え
た
資
料

が
返
還
さ
れ
、
詳
細
な
修
復
報
告
書
が
文
学
研
究
科
会
計
係
へ
届
け
ら
れ
た
。
以
下
で

は
、
こ
の
報
告
書
を
参
考
と
し
つ
つ
、
「
懐
徳
堂
幅
」
「
中
井
竹
山
肖
像
画
」
「
懐
徳
堂

印
」
の
三
点
に
絞
っ
て
、
そ
の
修
復
の
概
要
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ω
「
懐
徳
堂
幅
』
の
修
復

【
(
財
)
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
担
当
】

①
「
螺
錨
算
盤
」
一
挺

(
一
九
八
二
年
文
学
部
受
入
資
料
別
、

B
m
)

②
「
懐
徳
堂
印
(
大
阪
府
学
教
授
印
ご
一
頼

(
F
凶
)

@
「
青
貝
印
匝
」
一
匝

(
F
ω
) 

④
「
螺
銅
韻
匝
」
一
臣

(
一
九
八
二
年
文
学
部
受
入
資
料
口
、

B
m
)

三
宅
石
庵
書
の
「
懐
徳
堂
幅
」
は
、
懐
徳
堂
文
庫
を
代
表
す
る
貴
重
資
料
で
あ
り
、

資
料
展
示
の
際
に
は
必
ず
出
品
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
年
に
よ
り
、
表
装

裂
地
に
汚
損
・
破
損
が
生
じ
て
い
た
ほ
か
、
不
具
合
な
旧
補
修
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
修
復
は
、
「
調
査
」
「
剥
落
止
」
「
補
修
」
「
補
修
箇
所
の
補
彩
」
「
折
損
の

修
復
」
「
汚
れ
の
除
去
」
「
旧
裏
打
紙
除
去
及
び
新
た
な
裏
打
」
と
い
う
過
程
を
経
て
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
桐
太
巻
添
軸
を
作
製
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
巻
径
を
大
き
く
し
、
曲
げ

に
対
す
る
負
担
を
緩
和
さ
せ
る
と
い
う
工
夫
が
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
収
蔵
す

る
た
め
の
桐
製
の
保
存
箱
が
作
製
さ
れ
た
。
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ω
『
中
井
竹
山
肖
像
画
」
の
修
復

次
に
、
中
井
竹
山
肖
像
画
は
、
経
年
に
よ
る
表
装
裂
地
の
汚
損
・
破
損
、
不
具
合
な

旧
補
修
笛
所
に
加
え
て
、
本
紙
自
体
の
汚
損
・
破
損
が
問
題
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
折

損
お
よ
び
折
損
か
ら
生
じ
た
擦
傷
、
料
紙
の
剥
落
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、

糊
の
粘
着
力
低
下
に
よ
る
裏
打
祇
の
浮
き
も
問
題
祝
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
右
の
「
懐
徳
堂
幅
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
修
復
方
法
が
と
ら
れ
た
が
、
特
に
、

「
旧
裏
打
紙
除
去
及
び
新
た
な
裏
打
」
に
つ
い
て
は
、
経
年
に
よ
り
料
紙
の
脆
弱
性
が

懸
念
さ
れ
た
た
め
、
裏
打
紙
を
全
て
除
去
し
、
新
た
に
小
麦
粉
澱
粉
・
古
糊
を
使
用
し



憤徳堂幅

去後iゑ 去後?ゑ
|ぷ.ぷ111

修理後(全図) 修理前(全図)

鴎里事国璽喧圃圃圃・哩璽国雪量

ミムムよ

懐徳堂幅保存箱(修復前)

懐1~堂幅保存箱(修復後)
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中井竹山肖像画

全図
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中井竹山肖像画

修復前部分
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修復後部分



懐徳堂印

た
裏
打
を
施
工
し
、

表
具
装
に
仕
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
際
に
使
用
す
る
紙
は
、

産
地、

生
産
者
な
ど
の
素
性
が
明
ら
か
な
も
の
が
使
わ
れ
た
。

ω
『懐
徳
堂
印」

の
修
復

修復前

懐
徳
堂
文
庫
に
は
、
約
二
百
四
十
頼
の
懐
徳
堂
関
係
印
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

そ
の

中
で
も
、
中
井
竹
山
の
「
大
阪
府
学
教
授
印
」
は、

一
辺
六
?
乞
越
え
る
雄
海
な
印
章

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が、

こ
の
印
は
、
印
面
部
が
石
材
、
紐
が
木
製
で
あ
る
た
め
、
紐
部

が
脱
落
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
印
章
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
「
保
存
処
理
工
程
の
検
討
」
「
処
理
前
調

査
及
び
記
録
」
が
行
わ
れ
た
後
、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

(
資
料
表
面
に
付
着
し
た
挨
や
汚
、

れ
を
柔
ら
か
い
筆
等
を
用
い
て
除
去
す
る
)
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
欠
損
部
分
を

強
化
す
る
た
め
、
ア
ク
リ
ル
樹
脂
を
染
み
こ
ま
せ
、
離
脱
し
て
い
る
印
柄
は、

シ
樹
脂
に
よ
っ
て
接
着
さ
れ
た
。
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エ
ポ
キ

お
わ
り
に

修復後

こ
う
し
て
修
復
を
終
え
た
資
料
は
、
見
違
え
る
よ
う
に
な
っ
て
懐
徳
堂
文
庫
に
帰
っ

て
き
た
e

修
復
資
料
の
一
部
が

一
般
に
初
め
て
公
開
さ
れ
た
の
は
、
平
成
十
八
年
+
月

三
十
日
1
+
一
月
二
十
四
日
、
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
号
館
一
階
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
「
み
る
科
学
」
の
歴
史
1
1
懐
徳
堂
・
中
井
履
軒
か
ら
超
高
圧

電
子
顕
微
鏡
ま
で
l
|
」
{
大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
、
協
賛
大
阪
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科

・
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会

・
大
阪
大
学
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
セ
ン
タ
ー
、

協
力
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

・
微
生
物
病
研
究
所
)
で
あ
る
。

今
回
、
資
料
修
復
の
大
役
を
果
た
し
た
文
学
研
究
科
で
は
、
今
後
も
、

他
の
資
料
の



修
復
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
広
く
一
般
に
公
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

(
本
研
究
科
教
授
)
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